


Onsen-ken Oita開催趣旨　The point of Oita convention

Onsen-ken Oita全体スケジュール　Time table

 社会構造の変化が生み出した子どもの成育環境における諸問題は、解決に向かっているのでしょうか。
それを大いに実感するのを待たず、さらに社会は変化の速度を上げています。

　イギリスの思想家トマス・モアは１５１６年に出版した「ユートピア」に、現実には決して存在しない理想的
な社会を持った国を描きました。モアの描いた「ユートピア」は現代人にとっての理想郷とは言い難くとも、
ユートピア＝人類にとっての理想郷というイメージを定着させるには十分なものであり、人類が理想の社会
を考えるきっかけとなりました。

私たちの理想郷とはどんな世界でしょう。
　
　個人的な理想郷は個人の数だけ存在したとしても、保育に携わっている私たちが真っ先に思い浮か
ぶのは、速度を上げて変化する社会を傍目に、今日も何か面白いことを探して高揚させている子どもたち
の顔そしてそれを見守る温かい大人たちの姿ではないでしょうか。

　本年度より新たな保育所保育指針および幼保連携型認定こども園教育・保育要領が施行され、さらに
私たちの専門性を深く学び追求することが求められています。

　海・山・川の恵みと、大地から湧き出るおんせん県おおいたで、学びを深め、同じ理想を持つ仲間たちと
湯ったり語り合う。
　
　第４０回全国青年保育者会議大分大会が、そんな機会になることを私たちは願っています。

第４０回全国青年保育者会議　大分大会　実行委員会
実行委員長　　野本　宣寿　　　実行委員会　一同

集いて語ろう『湯～とぴあ』～子どもたちと創る理想の未来～
大会テーマ

7月11日（水）
１２：３０－１３：３０　　受付・会場

１３：３０－１４：１０　　開会式
１４：２０－１５：１０　　行政説明　　　　 厚生労働省子ども家庭局保育課

１５：３０－１７：００　　基調講演１　 　　 特定非営利活動法人ジャパンハート・代表　吉岡　秀人　氏
１８：３０－２０：３０　　情報交換会　 

7月12日（木）
  ９：００－  ９：３０　　本部報告　　　　 日本保育協会
  ９：４０－１０：１０　　大会40周年記念セレモニー

１０：３０－１２：００　　基調講演２　　　  九州アフリカ・ライオン・サファリ株式会社取締役展示部長
　　　　　　　　　　　　　　　　 専門獣医　神田　岳委　氏
１２：００－１３：３０　　昼食・休憩 　 　　
１３：３０－１７：００　　各分科会 　 　　  第１分科会　 定員７０名 第２分科会　 定員７０名

第３分科会　 定員７０名 第４分科会　 定員４０名

第５分科会　 定員５０名 特別分科会　定員７０名

7月13日（金）
  ９：００－  ９：２０　　分科会報告　　　

  ９：３０－１１：００　　記念講演　　　　 株式会社村上憲郎事務所 代表取締役　村上　憲郎　氏

１１：１０－１１：４０　　閉会式
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Onsen-ken Oita基調講演・記念講演　Keynote lecture  Memorial lecture 

基調講演１　7月11日（水）　15：30－17：00　

小児外科医/特定非営利活動法人ジャパンハート　ファウンダー/最高顧問　吉岡　秀人　氏
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基調講演２　7月12日（木）　10：30－12：00　

九州アフリカ・ライオン・サファリ株式会社取締役展示部長　専門獣医　神田　岳委　氏
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記念講演　7月13日（金）　9：30－11：00　

株式会社村上憲郎事務所 代表取締役　
元Google米国本社 副社長兼Google日本法人 代表取締役社長　村上　憲郎　氏
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“いのちの授業”～私の出会った“いのち”の記憶（仮称）

どうぶつと共に生きる（仮称）

グローバル時代を生き抜く子どもたちのために（仮称）



Onsen-ken Oita分科会講師紹介　Sectional study meeting
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第1分科会（定員70名）

第2分科会（定員70名）

第3分科会（定員70名）

早稲田大学　人間科学学術院　教授・医学博士　前橋　明　氏

広島大学大学院　准教授　中坪　史典　氏

1978年 米国ミズーリー大学大学院：修士（教育学）、1996年 岡山大学医学部：博士（医学）
倉敷市立短期大学教授、米国ミズーリー大学客員研究員、米国バーモント大学客員教授、
米国ノーウィッジ大学客員教授、米国セントマイケル大学客員教授、台湾国立体育大学客員
教授を経て、現在、早稲田大学人間科学学術院教授。
１）社会的活動：インターナショナルすこやかキッズ支援ネットワーク 代表、日本幼児体育学会 
会長、
日本食育学術会議 会頭、日本レジャー・レクリエーション学会 理事長
２）受 賞：
1992年 米国ミズーリー州カンサスシティー名誉市民賞受賞、 1998年 日本保育学会研究奨
励賞受賞
2002年 日本幼少児健康教育学会功労賞受賞、 2008年 日本幼少児健康教育学会優秀
論文賞受賞
2008年 日本保育園保健学会保育保健賞受賞、 2016年 第10回キッズデザイン賞受賞

長崎県出身。本籍地は、長崎県佐世保市ハウステンボス町。広島大学助手(教育学部)、琉球
大学助教授(教育学部)、明星(めいせい)大学助教授(人文学部)を経て、2007年10月より、広島
大学大学院准教授。
〈社会活動〉
現在、一般社団法人日本保育学会理事、日本乳幼児教育学会副会長、日本子ども社会学会
理事、国際幼児教育学会理事、第24‐25期日本学術会議連携会員などを務める。
〈研究活動〉
保育実践におけるフィールドワーク、保育者の専門性、保育カンファレンス・園内研修とリーダーシ
ップ、保育の質が子どもの発達に与える影響などの研究に取り組んでいる。
主な著書
『映像で見る主体的な遊びで育つ子ども‐あそんでぼくらは人間になる‐』、エイデル研究所、2016
年5月(編著者)
『子ども理解のメソドロジー‐質的実践研究アイデアブック』、ナカニシヤ、2012年5月(編著者)
『幼児理解からはじまる保育・幼児教育方法』建帛社、2009年12月(編著者)
『児童文化がひらく豊かな保育実践』、保育出版社、2009年2月(編著者)

同大学キャリア支援センター　副センター長
一般財団法人 生涯学習開発財団認定コーチ
国家資格 キャリアコンサルタント　日本ファシリテーション協会　会員
文部科学省「コーチング研究会」委員　他
【講師経歴】
東京都出身　横浜国立大学教育学部 卒
大学卒業後、横浜市の公立中学校に勤務
平成４年（1992年）から大分県教育行政に係わる。大分県教育センター教育相談部部長、
大分県消費生活・男女共同参画プラザ主幹、大分県職員研修所主幹を経て現在、別府大学
で教職課程、キャリア教育科目を担当。文部科学省中央研修講師として全国の管理職にコー
チングを指導。

講師プロフィール

保育関係者の為の子育てコーチング～素敵な保育者になるためのヒント～

主体的な遊びで育つ子どもを育む（仮称）

講師プロフィール

子どもの未来づくり（仮称）

講師プロフィール

別府大学　教授　佐藤　敬子　氏



特別分科会（定員70名）

第4分科会（定員40名）

第5分科会（定員50名）

Onsen-ken Oita分科会講師紹介　Sectional study meeting
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一般社団法人　Learning Ｊourney

一般社団法人　G3保育環境研究会

「環境ＰＬＵＳ」今ある環境にちょっとしたエッセンスを加えることで見つかる新
たな視点。答えは一つでないけれど、子どもたちにとって、保育者にとっての幸
せを本気で考えます。
現在、全国から約５０法人の保育園・認定こども園の園長や保育者、大学教
員、おもちゃデザイナー等が参画する多様な視点での教育・保育研究を中心
とし、「子どもの主体性を育む環境」や「乳幼児期の遊びと生活」など現場で
役立つ具体性のある研修会も実施。また各団体や園からの依頼による研修、
講演等もおこなっておりますのでお気軽に、ご相談ください。

子どもは生まれながらに学ぶ力をもっている。遊びながらその学ぶ力に気づいて
いく。その「遊び学ぶ力」こそが日本の未来を変える。Learning journeyは、乳
幼児期の学びの可能性を信じています。
その未来につながる遊びに、さまざまな大人が「協力」することで、こどもたちが生
まれながらに持っている「遊びを通して学ぶ力」を大きく引き出したい。
そのような学習環境をデザインし、こどもの成長をサポートする保育者を育成すべ
くLearning journeyでは、プロジェクトワークショップを開催します。次世代に向け
た素敵な保育ステージを一緒に創りませんか？

概　　要

概　　要

発達から考える教育と保育の深み（仮称）

日本保育協会青年部　部長　志賀口　大輔　氏

東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践政策学センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特任講師　淀川　裕美　氏　依頼中

保育の現場で日常的に使われる発達という言葉。私たちはそれをどれだけ理解をしているのだろうか。
ともすれば成長と同じ意味で使っていることだってあるかもしれません。
発達原理からはじまり、その特性をしっかりと学びを、真の意味で子どもの発達に沿った教育や保育へ
繋げていきたいと考えています。

概　　要
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主催
日本保育協会青年部

後援
厚生労働省
日本保育協会
大分県
大分市

大分県認可私立保育園協議会

主管
日本保育協会大分県支部青年部


